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研究成果の概要（和文）： 

タイ・カダイ語，ベトナム語，チベット語，アイヌ語，ニヴフ語，日本語，朝鮮語，モンゴ

ル諸語，中国語，ミャオヤオ語などをカバーする地理言語学的研究を行い，その研究成果を交

流するため国際研究集会を「第一回アジア地理言語学国際会議」の名において開催した。特に

ベトナム語諸方言については清水政明教授らの貢献により現地調査を行い，整理・研究も進ん

だ。こうした成果を公開するため英文によるホームページも開設した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 Geolinguistic studies on Tai-Kadai, Vietnamese, Tibetan, Ainu, Nivkh, Japanese, Korean, 
Mongolic languages, Chinese, Hmong-mien were carried out.  An international research 
meeting was held under the name of “The First International Conference on Asian 
geolinguistics” in order to exchange the results of these studies.  Notably, thanks to 
the contribution of Professor Masaaki Shimizu and others, field investigation and 
researches were done concerning Vietnamese dialects.  A website written in English was 
established to spread these results. 
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１．研究開始当初の背景 

 地理言語学は日本では非常に発達してい
るが，日本語に関する研究以外はアジア諸語
については中国語・朝鮮語に関する先駆的な
研究がある他はまだ未開拓の言語・地域が大
半を占めている。 

 本研究では，この二十年来日本の中国語方
言学者が継続して行なってきた中国語に対
する地理言語学的研究を更にその近隣のア
ジア諸言語に適用し，この研究分野を振興す
ることを目指した。 

２．研究の目的 

 1)東ユーラシア(即ち北東アジア・東アジ

ア・東南アジア地域)について，語族内および
国や語族を超えた音韻・語彙・文法にわたる
各言語特徴ごとの言語地図を計 100枚ほど作
成し，そのような地理分布が生じた理由を歴
史言語学的・言語類型論的に考察する。 

 2)そのためにはこれまでなされた方言調
査・言語調査についての地点別文献目録や各
地点の経度・緯度情報リスト，大小さまざま
な白地図を用意する必要があり，ArcView, 

MANDARA, Google Maps のそれぞれに対
応した作図技術を確立し，多くの研究者が簡
単に使用できるようにする。 

 3)この地域の言語群をほぼ満遍なくカバー
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する諸言語の方言学・歴史言語学研究者が一
堂に会して共同研究を行うことにより，アジ
アの東半分をカバーする地域についてさま
ざまな言語特徴に関して意見交換を行い，緊
密なネットワークを構築する。 

３．研究の方法 

 1)東ユーラシア諸地域の諸言語に関してこ
れまで出された方言資料をリストアップし，
地点ごとに経度・緯度情報を取得し，選定さ
れた言語特徴についてエクセルデータを入
力する。 

 2) ArcView, MANDARA, Google Maps の
いずれかの描図ソフトによってデータを地
図化し，その地理分布の解釈を行う。 

 3)ケーススタディとして，ベトナムに関し
ては現地調査を行った。現地研究者の協力も
得て，短期間のうちに系統的なデータを得る
ことができ，またその整理も順調に進み，地
図化・解釈・論文化，英文による解説なども
ほぼ完了し，まもなくホームページに公開で
きる見通しである。 

 4)各言語群ごとの研究成果を交流するため，
2012 年 12 月に国際研究集会を開催した。こ
れを第一回とし，以降は二年おきに定期的に
アジア地理言語学の活動を展開していく端
緒を開くことができた。また国内の研究会も
計画し，2013 年 6 月から年次集会を定期的
に開催する運びとなっている。 

 5)以上の研究成果を世界に向けて発信する
ホームページを開設した。 

 
４．研究成果 
 2012 年 12 月 14 日から 15 日まで青山学院
大学において今回のプロジェクトの研究を
総括する国際研究集会を「第一回アジア地理
言語学国際会議」の名において開催した。 
 この会議ではタイ・中国・台湾からも研究
者を招聘し，国内の研究者も含め計 25 件の
発表と討論がすべて英語で行われ，論文集と
して Papers from the First International 
Conference on Asian Geolinguistics を多色
刷りで刊行した。内容的には，総論としてア
ジア全域の地理言語学的研究の概要と展望
を行い，タイ・カダイ語，ベトナム語，チベ
ット語，アイヌ語，ニヴフ語，日本語，朝鮮
語，モンゴル諸語，中国語，ミャオヤオ語な
どをカバーする地理言語学的研究からなる
ものである。 
 その多くの言語についてはこれまで地理
言語学的研究が適用されたことがないか，あ
るいは先駆的な研究があるものであること
が多い。またこれまでの蓄積がある言語に関
しても各言語群の範囲内での検討にとどま
っていたが，このたびアジア全域というパー
スペクティブで一望に見渡すことの端緒を
作ったものとして意義深い。 
 この論文集は計 100 部印刷し，50部あまり

を国内外の有力な研究者および図書館・大学
に寄贈した。これは今後の研究者の間の交流
の拡大や新たな研究者の参入を促すもので
あり，現に次回の国際会議に参画したいとい
う反応を複数得ていて，今後に期待が寄せら
れる。 
 更に，前年度に大阪大学の清水政明教授ら
と本国の研究者とのコラボレーションによ
り行われたベトナム語諸方言の現地調査の
整理も進み，全項目に関する地図化と英文に
よる解釈もほぼ完成している。 
 こうした成果をホームページで公開する
ための準備を行い，2013年度にはそれが実現
する運びとなっている。また今回のプロジェ
クトを契機として形成されたネットワーク
により 2013 年 6 月からは国内で引き続き毎
年一回の予定で研究集会を行い，2014年 8月
にはタイで第二回の国際研究集会を開催し，
以後は二年おきにアジア諸国で開く予定で
あり，アジア全域を一つの言語地域として言
語地図を描き解釈を与えるという新領域を
立ち上げ，軌道に乗せることができた。 
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